
※裏面につづく

見本市の様子研究紹介 URL
https://www.shinshu-u.ac.jp/guidance/media/publications/

研究紹介　冊子

学術情報オンラインシステム（SOAR）　URL  https://www.shinshu-u.ac.jp/soar/

産学連携で研究開発を行うメリットとは？

どうやって研究者と出会えばいいの？

①分野の専門研究者がパートナーとなります
新しい技術や製品の開発を行う場合、材料や設備のほかに必要になるのは「人材」です。この人材という側面で、大学は企業の強
力なパートナーとなり得ます。特定の分野の専門家である大学教員（研究者）の知識、経験、研究スキルをぜひ活用してみませんか。

②大学の研究設備が開発をバックアップします
様々な分野にわたって最先端の研究をしている大学には、分野ごとに充実した設備が完備されています。そのような設備の活用
も連携による研究開発の大きな推進力となります。

③公的資金の活用などについて、相談にのることができます
新しい研究開発などには多額の費用が必要になることもありますが、産学連携で行う場合は助成金などが活用できるケースも少
なくありません。企業と大学が双方の強みを活かし、最大限の効果を上げられるような方法を模索します。

レベル 1）
信州大学でどんな研究が行われているのか知りたい

　学部ごとに研究者とその研究テーマが紹介されている「研究紹介」という冊子をお勧めします。信州大学のホー
ムページ上でデジタルパンフレットとして公開していますのでぜひご覧ください。また、信州大学では、全学の
研究者が一堂に会し、それぞれの研究を紹介するイベント（信州大学見本市）も行っています。

レベル 2）
信州大学に所属する研究者を知りたい

　「学術情報オンラインシステム（SOAR）」を
ご覧いただくと、研究者の過去の研究業績を
はじめとする詳細な情報を閲覧することがで
きます。また、キーワードで検索することで、
気になる分野に関係する研究者を探すことも
できます。
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見本市の様子研究紹介　冊子 研究紹介 URL
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産学連携で研究開発を行うメリットとは？

どうやって研究者と出会えばいいの？

産学連携ガイド

①分野の専門研究者がパートナーとなります
新しい技術や製品の開発を行う場合、材料や設備のほかに必要になるのは「人材」です。この人材という側面で、大学は企業の強
力なパートナーとなり得ます。特定の分野の専門家である大学教員（研究者）の知識、経験、研究スキルをぜひ活用してみませんか。

②大学の研究設備が開発をバックアップします
様々な分野にわたって最先端の研究をしている大学には、分野ごとに充実した設備が完備されています。そのような設備の活用
も連携による研究開発の大きな推進力となります。

③公的資金の活用などについて、相談にのることができます
新しい研究開発などには多額の費用が必要になることもありますが、産学連携で行う場合は助成金などが活用できるケースも少
なくありません。企業と大学が双方の強みを活かし、最大限の効果を上げられるような方法を模索します。

レベル 1）
信州大学でどんな研究が行われているのか知りたい

　学部ごとに研究者とその研究テーマが紹介されている「研究紹介」という冊子をお勧めします。信州大学のホー
ムページ上でデジタルパンフレットとして公開していますのでぜひご覧ください。また、信州大学では、全学の
研究者が一堂に会し、それぞれの研究を紹介するイベント（信州大学見本市）も行っています。

レベル 2）
信州大学に所属する研究者を知りたい

「学術情報オンラインシステム（SOAR）」を
ご覧いただくと、研究者の過去の研究業績を
はじめとする詳細な情報を閲覧することがで
きます。また、キーワードで検索することで、
気になる分野に関係する研究者を探すことも
できます。

課題がどのくらい顕在化しているかによって、信州大学の研究者や研究シーズの探し方がいくつかあります。課題がどのくらい顕在化しているかによって、信州大学の研究者や研究シーズの探し方がいくつかあります。
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信州大学産学連携ガイド  URL   https://www.shinshu-u.ac.jp/cooperation/

①連携の形態と条件を検討します
　産学連携のスタイルには「共同研究」「受託研究」「技術指導」等があります。どういったスタイルや条件で実施す
るのがベストなのか、双方で具体的な内容を話し合いながら決めていきます。　

②契約締結手続きを行います
　実施テーマや研究経費・技術指導料等などの具体的な条件が決まったら、企業と信州大学の間で契約を締結します。
詳細な手続きの流れは、信州大学の事務担当者より改めてご案内します。

　（1）申込書の提出（企業→信州大学）
　（2）申込書の内容の審査および受入決定（信州大学）   
　（3）契約書案の検討および調整（企業、信州大学）
　（4）契約書の取り交わし
　（5）研究経費・技術指導料等の納付（企業→信州大学）

レベル 3）
実際に相談したい内容や研究者が決まっている
　ご相談されたい内容を「技術相談等受付・記録シート」へご記入のうえ、信州大学の産学連携相談窓口までお送
りください。信州大学の産学連携コーディネーターが相談を受け付け、研究者との間での調整等を行います。「技
術相談等受付・記録シート」は信州大学産学連携ガイドに掲載しております。また、お問い合わせフォームからも
ご相談いただけます。

信州大学　研究推進部
〒390-8621 長野県松本市旭 3-1-1 信州地域技術メディカル展開センター (CSMIT)1F
TEL　0263-37-2087　／　FAX 　0263-37-3049
E-MAIL　tech-consult@shinshu-u.ac.jp
WEB　 https://www.shinshu-u.ac.jp/cooperation/

問い合わせ先
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大学の研究者と企業の研究者が一緒に研究開発に取り
組みます。
特許を受ける権利は大学と企業で共有します。

共同研究
企業は委託費を払って、大学に研究開発を委託します。
特許の権利は大学に帰属し、企業は優先実施権を持ち
ます。

受託研究

大学の研究者が、教育、研究及び技術上の専門的知識に基づき指導助言を行うことで、企業等の業務又は活動を
支援します。
技術指導では原則として知的財産が発生しないノウハウの提供、コンサル等を想定しています。

技術指導


